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(1) 

10000N のとき、発生する整数と表示される下 4桁の数はすべて 1対 1に対応している。 

「0000」～「9999」のいずれについても、2回連続同じ数字が表示される確率は
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(2) 

10001N のとき、「0001」が表示される整数は 1か 10001 の 2 通り。 

「0000」および「0002」～「9999」が表示される整数は 1通り。 
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したがって、 1000010001 pp  で、その差は 8101   ……(答) 

 

(3) 

)100000(10000 ≦≦kkN  のとき 

発生する整数が1のときと10001のとき、 2のときと10002のとき、… k のときと k10000 のとき、それぞれ

表示される下 4桁の数は同じであるから 
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)(kf が最大になるのは 3333k のときか 3334k のときである。 
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したがって、 )3334()3333( ff  であるから 
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(4) 

)100000,1(10000 ≦≦≧ kmkmN  のとき 
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であり、
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は明らかにmに対して単調減少であり、mが大きくなるほど )(kf の最大値が

小さくなることがわかる。 
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)(kf の最小値はmの値に関わらず
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q であるから rpq N ≦≦  (証明終) 


